
1、都市絡護たぉける搾乳牛の虐刀管理に関する   

研究   （中間額曽）  

⊥匝当  ′箸 頑 牽 ＿寒． 覇 層 啓 一  

企照射賂濱後宮の方途ヒし＜／正号一戸当りの飼番頭教由意表l＝乱打レ  

ヒくIZ都下ぐは．タ硬化の偵ゐムモ為し止．しかし争覇化一乙対束し包皮新体貰  

d慮正してぶらす：、個々の嘗痙顔術戸乙ついて以お解稀姻温点が虎頑モ・あゐ．   

とくl乙夢領軟鋼琶成立の専碑ごめゐ者ノ成虫産煉村上の且の、管理磯節き碍  

威する層理作戦の省か化が要示されてノ、d．   

そZで管理仔紫キ 増毛＝とがもっとも握れてぢ′〕、かっ一日の琶哩隼媛の  

ヰで授乳現計乍紫l之深ぃモ大きな勤怠之占功てし、る句碑給与額適作潰星ヒリ  

あけ－こ 草の省力化止っし、くの一連の卦舞ヒして「予頭黎詞酎乙如為乳牛解  

かIZ吋寸る飼科簡与むらあ彩乳ムよが「倫耶疾の礫軌ヒ化喝する礪恩師  

児」を膵和4ク年、〃／卑の2ケ卑ほ渉′）実施する乙ヒヒし之．   

Ⅰ 智頭敬飼育ほぬける乳牛乾かZ対す烏飼劉給与むら∂彩電．  

－： 一、一   

朗番頭教の腐加1ほとも足い．飼料俗与の殊一之、個ゼの乳牛の罷刀JZ対顔し  

く絡阜屠を萄堅する乙ヒが軍刀甲I乙函儀ヒ以り・肇色丹啄ヒし：た杏一給与が  

行臼われるようJ乙足る－ した→ドっ千僧クり乳牛IZついてみゐと、給与求虜命  

にむらが女じてくるが．その影囁と質乾寓′Z詞優し、争弱化IZ対応し足軽溶  

解臼詞降給与法軍産の質科苫啓る   

〔方 達〕  

ユ 鹿 尋   

／粛4風間の3粛を毅定し、革／、稀ヨ粛∈＝酎本¢熊刀ほ相応して給与置  

皇帝整し〔皮下萄撃倫与劇ヒいう）∴帯え濁点詳の鞋力左布教ヒし，同一啓  

と額与し（以下香→給与威ヒいう）．礪痢ほちける泌乳能力．体温詞科栢  

晩亀 各席および径靖、蛙を額訂する．  
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ホルスタイ ン裡系搾乳牛／ク頭（村名和ヨぎ年J♂萄／∠1日～／ク鍔ヱ／日  

出皇、瞳知4♂年／二2日／ム〔トより昭和4／卑Z官／ノ 日までl乙初窺命俊の  

ものを頑牒し吃。乙机らの東武ヰは昭和ヨg埠占りちヲ削乙わたる嘗威武承  
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け咲甲したもの∈就簡爾喘帝の平均楚笥催は．強電が〃∫3・∫Kぎ土2《？4  

く訝ぐ山レスダイソ正常労笥下限個（〃プラ喝）」乙直してい房いが、そ¢他  

の麻各節療正輯発苗偲の範粛のものごあゐp  

j、裟寂滅礪みよび或談閑の哉歴   

武額喧、鱒与句碑の超贋左変えて2直＝ヱわけ亡失施すゐ之ヒヒしt 霹ノ回  

ま鰭和4＝七草3甫／百から占何スβ百三でぞ、試験窮の叡寒は竜一／のよう／Z  

」ノ乏。ぼお痺Z釘法沼和4／往7 碍占′」突苑す為計画モある。  

義 一／   義＼療 朗 の 我 見  

9㌻   
ダ／／′ ／／ぞ㌻ネ  一石孝   

密  談  ／  新   威  験  2  痢   或  教  主  ポ   

（詞啓裔与窮）   （啓一忽昂鰯＝   （渕塵鰭阜覇）   

4 餌斡給与  

（り 給与閏科   

認ノ園ぼエン衷サイし〆ジ（／川矛）十ビートノヾ′レア（ヱ灯訝）十いぼわ   

ゥrziく牙）の組合吐左底本額与周布ヒし、  

－（津〕（）d／日ノ頑当り給与儀 一  

Zれで茶毘するT【）Nし雪屋試験場飼弼席軌乞よる）慮農ヱ′∠表す献金  

額斡で敵うすうrZした。碍2威武戦モ喧基本簡与御得左ビー′レ増十ビート   

ノヾルフ少十笥メi∴Lうもろこし（スl司萎刈、ノルゴ▼一一二）の渦缶吐⊥二1通計哀で居る．．  

豪州 2 帝／可愛与試験L乙困らし、色濃唇飼希  

（百家配合）  

こ豆かす  TエフN  D 仁平  ／ク％  ∠よク  ／■ヲ・］  名  大 男  一入丁責  生米挽叶  ト会  多ク％  u 〃ク％  ／ク％ 【．＿．－L  
・こ  

j配合穿  

亀．与還啓買東庄、封堅給与姉＝zあつく良／感珂慮【∠乳啓 私信考■借  

家星劃だL．思慮体射乙不定オTD∧りL寮虚して番号留左沢牽し危中 春〆  

恰与威に㌫．ノ遁濁韻IZ乳箇．乳将軍．ノ体質．産別虔」．ノ渓諌早／∂破り平  

和ふ足‾「［＝＼Jニ軍出」て舘与琶を攻め，各キJ■乙研一垂三番与し花．なむカ  

ルン⊥一ムヒし⊂宍霜差／レンニー∠、2％甥零ガルシューム／％．お才が  

／余儀ク∫％と額ヰ激増句碑」Z藍各添加了し絶．  
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（Z）絡与方送  

夕曙あよひ－’／4階ヨク命の2南緯園ヒし、軍／屈給与帝i乙吐ビートノヾ刃レ   

フD2付グ（讃靖）ヒ渡考飼輯之、帯Z回給与軌Z慮サイレージ／ノ／く矛ヒ鹿   

家飼料左Å、、掻食がほぼ終って：か＼らし＼なわら2K才 走与えた戸畑∈いブす   

一ダー刀ッ7。で、包宙l乙僻ませた′  

こ   －、   

（／）樺乳   

／百三回ヒし啓／圃は♂賭3♂命、帝之回ば／∫椅3ク′かよリミル才一   

星′硬弔して行い．彼搾りは行虹わ以かった。   

ぽ）－釈琶理  

学列／ク頑屯、、くスタソナオソけし、簡ヰ／金ほ収窓、年床J乙ばマットレスを   

便町して、教科綜礫嘱しなかっ‰仁浄／国東乱伐より、第三団腐乱まモの   

掛二浬勃堵Jこ奴煉した。  

∠、考査苧項および方法   

∽ 乳曹、毎搾乳帝個体別は窄麿  

（2）乳脂率 園ヱ回（私家摩）ゲルべ）レ民活l乙より割眉∴  

（ざ）無碍固型食費毯2画（局本腰）7。ラスチッ7ビーズ慢H之より動兄。  

碑）係官 最／回（日曜）年前／ク曙l乙訝乳  

ば）珂黎原覇電、一罫日帝／回健句電線倒笥を特亀、前日q帝2直l給与南東   

と卓日の帯／回忽与痘より／日の櫛許蜜皇官出L7乏♂   

く占〕衆殉孝夫竃、瑞嗜の詞席臆膠検奄法⊂よ′ノ発情キ入洛已講奄L在．   

〔試験懸濁〕  

リノ 乳量   

試食／痢ゴ凋まぞの虐乳蚤ば衆－jのとおりである匂 試旗閑解約／塵L  

問の／頭当りの平均乳量’はノ∂、ア母ぞあり、翻貧／将j姐の乳量の平均  

的／∠、3短くある。  
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寮【3  各．進 一平 和 ／ 日 乱 造  
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十  ／∂．ク  ／－7．グ  ／7．∠≡／ぎ．仏  ／ぎ、／／牙．／／フ．タ   ／7．ぎ   
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（2）乳時空  

・卑のヰ和束曙脅恵圭∫％覇礫モあっ危が、個諺－のキほうし＼くはか以り¢  

変動がめっ佗。   
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箪 簡 痢  式 療 ／ 覇  
‡       司 1〟び  ％才  ソフトん十％」ッ㌶シ豪－    、ラカ’／  、γ4・斗／ウ芦〃／／／行司秀－ヨ   
ロ  ゴ、占  3Jl」貢∠  珂申  J．〃  J．〃  ∫占  J，∂ ゴ．言い，〃   
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∈  たむ  

一                                           2  〃．〟  j9 ヱg  J．／ ゴz  ノ＋∫  jZ  JZ  ∫′圭∂．ク≦ブタ  ゴ．g  5  j、㌻  j．2 ま〃  ♂．∠ ゴ4  J∂  ゴ．Z  ユ占  ゴーヱ J．／ ∫．∂  J．ク  ヰ  ヱ g  j∂‡j ∫  ゴ．＃弓 jj  Jぎ  丘3  ゴ．占  j．ク ∂．パ～．∂  J吉  ∫  十 ざ  ミ4jク  J．ク仁jβ  ∫＋ニ  卓／  ゴ．占  dZ！j．ク 与ク  まフ  占  ま＃  j＃・j∫  J・7巨ミ〃  ヲ．7  J．β  ∫．ダ  j〃≡ 且4」j∴  吉占                        （㌢  《／  ダ．イ j 7  J一∫ j∠  ブラりj∠   4′．／  ヱ7い・rIダ．ヱ  ヨ7  9  ＃．／  ゴア弓子∫ 〃L2】j・g   ブ7、え〃   タ．ク  4／…珂ゴア  j．デ  ／ク  ∃∫．♂∃J，。∃42｛4．／まぎ    J．デ ヱチ タ。∫    き．βF〃／婁ゴ．g J蒜ぎー丁訂て蒜  L， 芦－，き三三  ヰ呵 」  ”♂L三空ij三三  

＼Lヽ   



／3）県臆固塾食草  

毒トー∫  無  宿 啓  塾 ∫ 命，／牢  L∵L  

八1β  ■首 冒  

7  フヲg  a占占  ∂＃7  a／β  ∂．率7  き．∫9  写r＃7董a占ヲ   星2倉   

毒 牙  皮 44  g．53  ぎ．ヨ2  よ∫j  タ∫占  g、占よ  ぎ．プア き．72   ♂．ム／  チ  a〃4  ．盆3ヱ  アヲ∂  尻〟2  度占β       l㌢ダム   】γzぎ  う／7  妻シ〃  ，シヱ′  ％〃  子ウぎ  ■号弓′  四   「 う／7  ／  a29  a∂／  巨“  ♂22  ♂／9  尻プ2  β∫∂  鋸紬  ♂一J∫  Z  ∂∫3  ．丘9夜  ∃及ク7 】  友／J  a／占  ∂／ヂ  a〃〃  aノ占  g．2∂  j  スタg  Zgg  】7．タイ  茨ク／  β22  ＆3甘  a4〟  ∂．ヱデ  ＆コ7  ヰ  ぎ．3∫  1＆ヲg  ぎ．2∫  庁．∫ク  g．〃7  ∂．47  云 ♂ノウ  ∂．プア  ＆／ヲ  ∫  79／  ＆プ2  訝．ヲg  ！ぎ・ヲg  g／チ  ♂．¢4  ト∂ノj  ぎク／  か．／ヂ u  占  ぎ，∫∂  ＆22  夙2∫  lき一∫9  き．22  古．ヲ2  摘中旬銅′  

封  験  

／ ∂  験g／  a∫占  虎〃7  £72  ♂．∫∫  l∂・占£  ぎ、∂g  l尻2∫  才ヲ9  座付  ぎ．タヱ  ♂タ∫  l♂・27  ！尻ゴム至g．ヱざ   ＆＃∫  ∂．J〟 よ〟Z   1占｝ヲ∂  

2
 
 
〔
¢
 
 

っ
▲
 
 
つ
J
 
 

∫
 
 
C
〇
 
 

7
－
 
 
フ
〕
 
 

且
 
計
 
 
 

イ
 
／
 
♂
ノ
 
／
ロ
 
、
J
 
∂
 
 
 

／
 
ク
 
′
D
 
ラ
 
 
∫
 
 
／
 
 

辰
 
致
 
♂
．
ハ
ざ
 
タ
 
風
 
 

各
 
【
a
 
e
仇
 
斤
 
 

′
7
 
 
占
 
 

／
 
 
′
ク
 
 

（
7
 
′
わ
 
 
 

｝
，
 
ヾ
し
 
 

∂∫占   

尻㌻少   

者．∫9   

a／ク   

7
 
′
ク
 
 

】
 
 
■
、
」
 
 r
J
 
 
2
 
 

ハ
ノ
 
 
ヲ
 
 

刃
）
 
斤
 
 

隆韓国製介率療∂．3へぎ、4％モあるがt乳絹牢ヒ筒綴か甘りの額管かが敦ノ‡，  

れた。  

（須・確窒   

鼓象珂礎時の依嘗より平和ヱぴに矛噂射し、乳窒勿荘脅と傾せ秀えて・  
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（タ）飼料価・取笹   

二三のヰが認噌曙は適し、嫁しがあり、又ノ∨クぎ＼ヲ ／∂，のキが一帯ビー  

トノぐル70星座L7之はかぼ．虐と／とど毅飼法定∂、っ乏。  

飼  料  囁・取  畳  替1か侮  恵一ワ  

束コ＝ ¶        爵】  
、． tこ・  琴  ノ礪  卵  

］商  

ご   ∫  

フグβ ぎフク∂  

ヱ 

旧 ‖ n  

ファ一ク   
∫   】 蔓 圭       β7．占  占♂、占  l 7フ．ク 畠フ．J   ∠ヱ．∫  ∂フ．ゴ  占／∠  l 【     77、ク  フククl f′女ク  7フ｝ク  アブク   クク、ク  フグ・ク  タグク     ／〃．クヨ   ノく／，ク ／5デ  ／〟ク  し〃．ク  ／〟∂  l‡≡，幻   〃！  ‖   u ／ヲ．ダi／Z／    ／ゴ．才  ／〟ク  ／‘∠．∂   ∫♂ノ  ∠7．タ  メ〟ゲ  k誓．＿ プア∂ ／〃てク  ∠／．∠  √♂．♂  ／〃′ク   し締‡   ／うくβ  ≡／イク  ／JJク   ／〈／。∂     ／タダ  巨／ノ・g  ／＝1バ7」／〟・∂    ／イ．ク  】▲－‾い－‾1 ま／〃′・ク   

∫タ・ヂj∫／g…∠ク．グ    、rク．（（  ♯∠．ヲ  …〝∠・～  ‡〃ク・♂  ” 円 l     ファ∠フ  クス♂  7ア 
≠  

H ／ギク  ／4′．ク  ！ノイク  …／互クi／ゲ．〆   u   1／〟一ク  ！／〆′ク  

／す．♂  
／〃 ．ク   、♂  iフグ・ク  タグ∂！7グ♂t7ア．β   【 ヒ                    u  十  ト3■√i／タ・∠   レタ．タ…ノ”   ‡ノ鎖ク  ／＃ク  」＿エゴ  旧 ‖ 】 円  t  ∫∠、ク  ∫ク・4ご    岳 墓∠ゴ∂皇、∫丘ヱ   茎∫占・ク  ∫ヱデ  重∫クー〃     ′シ  タフ．ク  …7ク▲ク  璽 要7ク・∂  7フ｝∂  フグ∂  フグ∠  グア∂   〃  n i／〃・ク  H 宣／与「β  …／〃・♂  ノ〆．ク  レ〃．♂  ／一グ．ク ／〟ク  ／〆，♂ ／改’一♂     ／■〟．ク  H i′ヲ・占  …／まヂ  トヲ・∠  【 l／〃・ク  l 星。  l ‖  〃ヲ・7  至∫′・／  ／ク．ブ  ーJフ・∫  〟デク  4よj  ∫▲ク．4′       ク7．β  アブ・ク  プア．∂  フグク  ファク  ク7ク  フグ∂ ／4′．♂    ク  ノ〃′■∠？  ／〃．ク  ／4∠．♂  ／く／．♂  ／〃，ク ／ダ∂  ／〈／一Jフ ／＃．β       堅／ヲ．∠  ／タプ  ／ゴ．7  ∫ブ．プ  ∫∠，7  i“・∫ ！フグβ  ∫∫、♂∫♂．／ ク7′♂フフク   √∠一7【√∠′フ      ク  アフ♂  フフ∂     7ア・∠，  7ア∂  ヨク／〃．♂ J，二．＿＿．⊥＿∠三ヱ】   ／く∠．ク ／ゴ．〃  山 璽／〟・♂ ト子ヂ  完♂ト〟・♂ ／ゴ．7レ〃．ク   ／一′．♂ ト〟ヱ  レ〃．； ⊥空・ヱ．   

（ム）   



∠  凍原 j∠2．g 堅   準備額／図rzヒL  

一トノ＼Lノレフごの嫁  

十㌧へ   

∫∋デ ー ∫∠．7：√よ一∂  

プア．パ フ㌍  
叶イL‾レ書7ク▲ク  

竺竺1＿ヱ三【上三二＿竺  
」
」
室
【
 
 

タ
 
 

ノタ・ダ喜／き・り／ヨ  

；‘－′‾T完‘；   占プ・∋∴∫♂カ  

9    γソ・ク  γノl（〉   77、∂  7γ・∂ ／ん′．わ   ヨ ク  ♂・√iノライ   ′‘タ．♂     ／引＝／葺．占   

ト   ／タデ  ノブ．♂  ′ク  く′  フ∫．ク  ∠4＝ヱ  アブ、ヂ  ∠／∠   ク ウ  ∃77・ク  ファ1（フ  77．∂  ヨフフ・∂    ／ぎ．言 ／ヲ．伊  ／く∠．β  十崇1  7・♂        ／ま9   敢ノ嚢／密1Z与い  7dリア7．ク  

／ず．∂ 臣 －卜／ヾルフロの顔  

／〝．ク1萄萄り．  

（占）簡、夜布置う天；定  

－          －  乱舞塙牒萄‾  

／i一＃／．2．／／ 弓 ま ヱク  ゴ ア ヒ  
l▲▲‾’■‘「▲l、▲ 、▲▲  

川＿  

ヲ ≡ 〃■′／て 9  
▼ヱ＿乙ぎ▼▼⊥－  

〃，／／∃  

3・2＃圭  
、▲、  「  

●  ‾‾‾‾‾：‾∽「ん仙  

【一・－－〉【－－∵－トん 圭 ≡≡≡ タ．ムク岳．〃‘フ】；て－M血Ⅵ【¶T1－m〉〝…Ⅷ‾  
！プー2∠  〃ク．／フ．2£   

タク∴／ヱ．／占  卜÷言ト  Ⅶ‾て‾鵬‾    ト‾｛  ㌻  「・一 ′   

至  9ノ′  
・  ：   

j 二．「  
㌫丁‾1「1  

o i i 
4∂．／プ、／9  

ートー「－  

・ ー一－■ ラ．2／書 〃  9 r ′′  
＋ 1＋一‘  
二 チ、＝  4／．／、▼2 と ヲ、  こ㌻？ヵ  

ろ／′ ノ・Z∫】  

竺∠＿＿⊥璽⊥ヱ＿そ（＿1〉空ニ【Y竺⊥  
ナヱノ   

■－ －、  

てl▲▲▲、▼、l’l▲ 、▲‘、‥、、▲ ■  
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正 夢原敬飼育‘Z打ける俗解作堵の磯＝紺化   

〔ざ三 関1   

整野草濱礫′緑化の前綴ヒして．蘭画形状苛ほよる乳牛の承食草件玉鋼魯マ  

ぞ＝，孟危．託浮の官詞■給餌痘竃」之よる飼料倫与式冴左領空し、乙れらの督斜  

よ㌧とヒLて、撃遠年金IZ盈7為自動伶珂領置左珂発す∂。  

ノ 飼棲♂き尋状等l乙l珂すろ詞垂   

範ルスタイン得泉年′∂商を傾申し．乳牛の飼料ガ宗食法度みよび蘭槽の  

形叡、ヒ成食≡監房ヒの圃偲星踵和＃ク年㌻可l・ヱ詞優し屯。   

r／）園劉篠軍の驚葛ヒ操食虚残   

珂倍形状才Zよる線食難易左利発する方法ヒして．味食酢軌之よる乙ヒが   

適切であるかニビうか1子ついて帝奪した．   

威武年ば俗歌膚儲寮より確釈富夜の早し、ヒ愚才）煎るもの／言責、渡し＼ヒ竃・われあもの／乳   

あエとズその中問ヒ払われ忌ものヱ暫計4頑を甥村し起．碗鼓館腰皮膚一一／のぉの左  

僚弔しノ∠、ヱ、∫C烈iZ罰＝訂し  

た宵メけとうもろZし在韓ノ 回  

酎乙せ一定匡を「暗iZ与え，  

欝2臣！官は慮憎牒Lて5回J之  

わ打て与えた〉 その葛言責－  

ノ∴・琴一之のようほ腐食厘ノ蛋   

、∴、●  ・、■・ ● ‾ニ・、  

珂Llヰであってb司直Lた8  

iZ。より 乙ヒ亡ぐ→ていた。乙れ  

・ニ〃堀田i∠ついて．／固JZ／脊  

（コ ンアリート染）  

匡璽  

正 面  牛虎紆  

回一J 篠食鹿瀬別梵ほ硬弔した  

萌そう固   

礫食密窟渾1L程遠（介蔓鈴与JZよ   

る場合り  

橡食宏意割定義（／濱†Z賂  

与した〕葛生）  
表 書  

布 零 好 得（a）  

プロK牙  ノgKヲ  げ噂  ＝＝招   

ノ  2ア  2∫  g／  2 チX   

Z  ヱ∂  5 ∂  プ ∠  二∫   

J  き ∫  ∫ ご  ゴ ア  タフ   

4  〉箕ムク上く上  ：声♂  4〟   ー ∫∂   

獅画  ′   ′Z   J   〃 i計   

蠣  ∫k牙  ∫ドガ  √K矛  うK才  ／針招   

牛番号  抒丁  馨   帽  聞 （づト）   

／   £   7   ナ   占  エア   

士   占   7   ♂   フ  二十   

ブ   7   ／ク  ／／   ／ク   
．ブダ   

′青  ・‘－l   

夢   彦   ／2   ／ケ  ／  ㌫   
典■’’‾∠ク命複IZわいて2】くぎの   

轟珂があっ乏．  

（∂）   



べ込む囁、但しやく打撃、威しやく蘭希わミ篠クカ啓痺、宿‖へぼ・Lや惰．・ど  

績め膚合算iZより葬ろ乞・¢と鬼えられ局．  

玖上の乙ヒより凍食宏彦升席法で凍食褒届左腹討‾すること放痘用で潤  

いと列断とれる．  

t2）飼腰底の高三と可食範囲および柊倭冬暫  

・壊食・の薮ノ啓左′晩′亀鑑昂た1ナで剣渡する乙ヒカご画材モはいのぐ、し、皇まで  

の賂穀倒管領察から一味食鮭軌乙野原がろると．考ぇられる礫食要撃左ヒ′・∴ゲ  

る乙ヒヒし．・まず揺食時の軍勢をた毒する．旬鰐庵の覇王ヒ乳・ぬ挙野との  

閣僚を検訂した。‥垂ザ周将樫の暦さ＆〃．バ、ブ〃．〃Hフ‘祈咤（千が伏臥底板  

で支障の雇い政界ヒ怒われる高さ）¢領置l乙わけ ヱ∫伽LIZて紺訂し丘脅珂  

ヒうもろ乙しノ鈍才とスアンチオンの前歯・乙めけ、その威風和江ばスタン  

ナオンの黄点より4ク抑Lヒし京町佼乾珂l之出た倒斜硬の労－1蕉（打食乾圏内  

JZ飼料が・鼠くぼった月吾索）ヒ．照食琴弊l乙つし＼て畢冬した。その結果償金  

府の畷常軌   

① スタソチオン‰軋押隠れこいる雇喪の求麿   

㊦ 召然の正イ正賓努モスクソナオンほ肩巨揮しつけ．斉ゐ葎虜のわがス  

タソチオン一之かカ、ゥてL＼る±〔摩．   

① 懲破きやや罰l乙慮すヒヒも11覇輝きL＼く令彼方l乙して一節1畠顆の；罰琴  

竜一ヨ ■訂す食範軌z出花飼希黍  喜呈   

中頭葛  ク（シけ仁  ク  ／∫  ∫∵  ⊥∴  記攣  2〃尺牙  ／ヲ好守  ／β  ＋∫  ／ぎ j  ／  ∫∫㊤  j∫㊤  子二  jヱ  j♂  i 十  2．√Q）  ，ノク⑦  ／〃㊨  ／・／  ノヲ 】  さ  ｛／⑦  4／⑳  J〃由  Jγ∂  ー‾－‾・－1 〃ノ  〃  〝2（∂  4テ  占．2  J．き  ∫，ヲ  ∫  皮∫㊤  ゲ20  4ク  〃ク  j訝  占  ば占④  うフ＝呑  ∫．2  ∫．畠  十心 こ   

ア  β∂（参  ∫．／⑳  ェ／■㊧  iゲg  ヱ9  十   
／√J  丘‘  壬／  l l 至よ′‡  〃．7  9  宍9夏）  エフ  

／ク  ク．タ㊤  《£○  プ．〝（∋  ／．∠ソ  ：  l     【」 鎮g  ‾‾■■‘■－‾■‾‾一■▲■’‾l タ．テ                ［乎巧   
テ〆⑳言  51′動  空旦  ．≠．ク  

○内の教学∈＝蒋礁成孝努  

（前俵星午床面l乙フけフ  

弧愈）星とった針乳  

飼牟、量感各回Z回r2勘  

苅l長の中内  

∴  ：・・・・   ：  

L可、、八  

（9）  



を正好’めスタソテスンl乙体藍をかける吹聴．  

き キて根を酋り痢けHヰ床蘭一乙前綬をつける統語pIZ分顧さ几た．  

1／上）′丁学琴のうら①㊥】Zついくぼ年功僧体生産面よっゐて褒賓のなし＼賓  

客と肴．王られ為カJ㊤㊤の1実態ほつし、て療かなり償原生理恵iZ悪影響が薫る  

と思われる，しかし之のょう畳腐食帝の登繁ぼ野膚厘が乳くぼる†之L乏が  

し＼正常足立他の繚塾撃啓′乙ばってぃフたこまた⑦㊥勿吠懲ぐ・の 

、           、、、           ●   、  

（ヲ）宰領′績JZヾよる観察   

廠へ、やすい何層の看え青ヒ＝して腐食の認易ヒ固掛ヱ，飼韓の蘇直り争少  

臥布慮しぼけ花蛙－一環ら屈し＼〃七牒2勿よぅ以雫験閏滑空款イ下十．奥行、罰  

肩腐の質さの鑑谷せ～乙よる飼承の萩野倭皇帝盈し包。  

及窄・必り祈ゐ創L  
＼  ＼ 

＼  

＼   

／乙帝簡有産，  

＼ †Z・＃依れ牽叔輿  
＼  ＼ 

＼ ＼  
、  ＼  ＼  

＼＼ ＼ ＼  

＼  

＼  

＼＼ ＼  

温
灸
剥
 
 

ミE  粛  
あ蔓え金  

岡T2． 索敵解そう河  

（爪■ンレト確J   

虜競闘膚ぼ輿ゴ行〃ク、∫ク．∠ク顔．罰席面巧帝さ．♂一 夕♂∴〃ク物巧登邑合  

せヒレ く家一4）倒希痩エリ泉サイレーゾ／∫呼 粛啓飼料≠相 計  

又ク極左俗骨して敢塗ぜき爾香したが、その栢家d義一〃のと£＼りで、あっ々。  

なみ平面の塙谷ヒ済なり直く辞し富、すZヒが雇いたの．東療伍笹笥そ礫食す  

a彰の細かっ迄¢対席密が♂仇の碍射はスアンチ㌔レIZ感電互かけ  

る葛のがあったが、例曙濁が3β～∠ク研仁セぷると屠が食感β＼れぷし、れ  

あるい庶帝が、β＼耽る置慮で、あった。卑称ほついてこd∴身の解し．∫♂α′（．の必の  

で威かなりの解熱の歎虞が変られたが．占ク併し¢ち巧モ威儀左一県ろとき／之  

番談了る草原く・あった。  

（／ク）   



以上の鰭頭から．飼愕の形として仰慮ヰ床巾上し、輿ご行主意∠∂顔ク膚厚  

手豪固から萄摺塵面までの商主広ヲクCク乙が風雪ヒ思われ点。  

表－4  飼そうクいZ鮮度L迄萄解蜜  

滋ノク   ク   

占∂  ∫ク  んクト＝   ＋ ∵      捷  〃ク  ∠フ  ／2  jク  書 き∫  ／デ  ∫ヱ   

え ．z，ヲ  ∫．ク  卜占′三M＿． いク  ｛∂  フ．／    ヱ∫   フ．7  占．ゴ  ク．／  ♂  ／ク  ク．ヱ  ■グ．∂  ∂．／  ．ア．♂  β〃  ♂r  45  dゝ  書′Z  ク．／  ヲ  ∂．／    ／ク  ク．7  ∠フ．／  平間  ／∠〃  ′ク4  
C各項ともZ図（えゴ）瀦一定の平均  

ズ．官制給餌薙額の萄各   

軍動輪朝額暖モ飼料の倦与之行っている事例娃摩めてしいし＝ド．屠堕既香草  

壌l乙よ点綴紫蘇家モノレース㌧べ一ン顧客方去に督勅拾常襲隆を快射し忙しし皇巧  

で・．そ勿′爾斡額昂実恕差額昼L爾産魚左碗訂す烏ヒヒもに習朝命倒壊濱叡針  

の参考ヒし反．  

（り 萄沓瘍所  

領東都有徳市今汗潮見塚叔場  

（ズ）者嗟威領   

（イ）督動食倒索盈の喋鞋形式  

次囲ベジャー劾二艶のオーか一ノヾゾクフ1一ダー（呵下フ・′ノダ」とし＼う）  

であって、その形或、蛙節度次の凰りである．  

ズ∴Zkリけ†ランスミツレ三ソ、7∫フィート両側之∫頭稲見醒．オー   

が一孝礎－／化吼．頑健教密命デZ図．フナ－デー照の厘劾スタソテオ  

ンノス∫頭用4鑑ノ フナーデ一度収容する産材プ銘∫♂平方〆一トノレで番d．   

（p）ノ財布の俗耳方遽．  

フィーダ、一ば豆ヒして凝固科の倦与／乙横倒し、感啓厨解ぼ希有プの将教  

潜l乞、三クレ雪ソグノヾ－ヲー何で怒号してし＼∂ク 鵜飼斡ぼ／督2回線与し  

〆薗馨畠（調査当庄の倫与壁）宏一／のとぉ、βであゐ。  

絡′野咋鴬の手頑ば双のよう／Z以ってしりL・サイレージム、よがし＼慮わら  

（頑御し包もの）慮、あらかじめホ、ノバー前ほかろげ、喧頑してぉく。  

忽常務J2、 ピ∵－トノ㌔Jレフさ・（水濱し毘彰のノ．ビール肇、そ八紛密＆傾甥  

（／／）   



恵一／フィーアー、ニ／Zよる俗昂詞卑  そ♂ヒ位・多種し．作濱  

薮Zぺが、ホノブでよく  

ませ、谷吐ゐ〔希／∫ノ倉  

庫」。つきりZフィーダー  

のスフリユーー コンノでア  

一室感動ム 爪、ソハP＿  

J之j蟹稗し花閻帝王綬入  

す点。■始動破約ク命で  

儲萄■慮フィーダーの京城  

∴・・・、  

ノ命胤スクリーコシ  

ヾアーを回転さ也、詞  

艶 ぺ 状摩帯革 悍乳ヰ亨♂覇  

ズ，当日巧忽・搾乳層  lく伊  

袋キ皇フイ一ダー合体ほ  

少壬ノウたらせて 鯛イ下巻首詔了‘ブるク  

（ハト萄劉絡卑時の半解¢状態   

フィーダ／え顔女人れそ－いる牛酪礁ノ姦していぁあのとしく∴裔罰啓の礫魚  

水街き／・命と、ヒiZ象療し亙が∴蕃食常数のうどき成毛→2¢とら＼βて卜あ   

■●  

義．一之．   怒食常数の う ど＼皇  

隠遁  
摩周   

＼∵  
♂ ／／二■／ア プ〃 ∂ク き〃 タ√ 5♂   

5雷叔  

終演   ノ〃 ノ∫ ／∠ ノ7 ／♂ ／7 ヱ∂ ヱ／   
臍鱒  

礫食  
J♂・タフ きア ラア ラ7 タ7，ヲク 5∠   

意教  

経歴  
7タ・2ヲ ∫♂ ゴ／ 烏7嘉7．カヒ、封   

埼】封  

礫俊  
フグ ヱア ブ∫‾ ／∠ ／、r ／ヲ ノ〟 ／占   

噴寒  

∂  ヲ ／ク ／／ ／フ ■／J  

∂ア ユぐ 主′ 茸 き♂ ゴア  

．22 ．乙タ ヱ女 ヱチ ヱ∠ ヱ7  

ヲ′′ わ7 よ√ 、捜 jり 、軸  

j∠ ∫7 β♂ J戸 っくク  

♂／ノ タ ♂ r ア   

アイ「ダ㌫1捨財前簡稗の∃牽樺咋畢申すでIZ．れッノヾ一軍くの：和一ダー閑  

J二頚左入れ屑劉の盗られるの皇帝ってU烏ヰが∂萌し1友が 磯彩ヒ宙  

（／2）   



源一Z塵切虜．確定珊rz教養してし＼た千慮フィーダ十Z風合し腐食し偲勿敏  

一郡のヰ喧、フィーダーより重く飯沼府立してし＼危り、地巧牛IZ遭われ、  

フィーダーーZ入れ射、⊃・たりしく、2卦磯ほ感倒孝琴dr標也状態IZな久  

7ネ経過時点で、、也年が．保倉昧憩ヒ虹ったレj好夫■之？刺の礫食符腐府呵  

軌の年の頃載左覚ると倭一「卓いの去トラH乙占っておイ．頼朝磯7合一司て㌣寸で  

J之可成りの偲色むら  

のあゐ乙ヒが確執さ  

れゐ。その′筏27〃、  

隆凝滞癖壬モ療、一  

帯の辛が憐¢ヰに直  

わク1るためi乙お乙る  

憲一ヨ 給餌ノ後最初の7命、間の裸食楷循  

曹可動粛啓  

凍食状磨邑 履けてし＼る筒l覇  グ⑬  ∠  ∫  〃  J  山二  敢   荻  ／／  ∠  7  ∠  田  ／∫ ．＿＿．．＿」＿】＿＿  
一避の寧招致左∫〈1  

固くりかえし．／～♂董蚤がフィーダーよリラ窄れ吃リー入ったりしてし＼たが．  

牛帯食・体ヒして計應食一疾患皇統け⊂い佗。  

2♂命縫題希点．より酸クは7（－ダーより摩れ鰭の盈ふ．32ノか後．盈原  

点モち／よ頭がフィーダほついてみり、應、、、毎年がフィーダー皇帝れ．早  

番の線食吠啓が終ったヒ素のられるの感省嘲磯4∂林立膏蚤直してからぐ  

あっ私，な卒フィーダー吋の御輿が叔食」つくたれ逸のぼゴ2命後盛指点  

であって、毛の礫フィーダー■ほついているヰば飼痛感をぢめこいる水窪で  

あっ佗。   

（⇒JJく上の乙ヒから／暫身り／∠ノ攣の倒考（ピーノレ箱十毅掛野十サルー  

ジ十ピートノヾリレ7。十い慰わらの乱ぁせ）左j∂頑一之忽卑丁烏のIZ2八ぎ  

命で俗了L．府閤．労力ヒ宅省か悶であるが、各キほつし、てみると 釆   

後席闇で7命、、隠食琶モナrグ以上の塞があると確定土れる．さらJ乙裸食  

中の動席I乙よる線食羞老薦慮丁ると 個体別の腐食むらが可成りあると  

鷹忍lされゐ．  

なお本詞沓庶4／年頭IZ串原褒虎すゐ予上髭であ為．  

ヱ 召物沓旬’鍍置の敦封   

腐内実証∫Zよ点，横合冬作錦魯、お、よび相見啄牧場の旬勧裔常森匿∽翳墾  

蕎栗丘立ヒヅき、 スタシナペソけし＼計牛舎l乙避丁るゼ動倍額萄雷と顛針L  

∵ニト：こ、、   

額膚の形状ヒしくノJの飼屠の形状守の覇奄よっ次のようノ2密計L尼。   

牛局面ょっ珂膚の底までの覇王  J♂乙ゆL   

句碑の漂こ（スタソチオン励＝  ／∫乙倒し  

（ノ3）   



園槽の深さこ風慈⑯1J  ブ∂α札  
輿ン行き  ∠クCのし   

ヌヱの冒劾終野懇意疹痢瑳よク．オーガ、一で倒蘇生蜃為瘍各 ホッノヾ－と  

萄席題モ・の定離の塵正ほより照食濠ほ泉質がろ烏ので．一軌z大盈の伺科を  

倫与し床食電左閤一ほす烏ためJ之ベルト形式左ヒつ危〕  

、－）   
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